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ここ
のの
部部
屋屋
、、

事事
故故
物物
件件
？？

民
団
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
が
１１
日
か
ら
東
京
都
港
区
南
麻
布
の
民
団
中
央
会
館
で
始
ま
り
、
１
回
目
の
接
種
と
な
る
１９
日
ま
で
の
土
日

４
日
間
、
在
日
同
胞
だ
け
で
な
く
、
都
内
を
は
じ
め
、
神
奈
川
や
埼
玉
、
千
葉
の
各
県
な
ど
か
ら
日
本
人
と
留
学
生
や
定
住
外
国
人
も
含
む
多
く
の
人
々

が
接
種
に
か
け
つ
け
た
。
民
団
は
、
古
く
か
ら
「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
」
や
「
日
本
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
唱
え
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
に
際
し
て
の
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
、
救
援
物
資
配
布
な
ど
の
救
援
活
動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
今
回
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
通
じ
て
、
国

境
を
越
え
た
助
け
合
い
の
精
神
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

民
団
中
央
会
館
で
行
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種

韓
国
人
と
日
本
人
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い

く
最
大
規
模
の
韓
日
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
第
１３
回
韓
日
祝
祭

ハ
ン
マ
ダ
ン
（
日
韓
交
流
お

ま
つ
り
）
」
が
９
月
１１
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
昨
年
に
続
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
会
え
な
く
て
も
共
に
歩
も

う
」
で
、
昨
年
よ
り
コ
ン
テ

ン
ツ
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
者
が
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多

く
用
意
し
た
。

韓
流
に
詳
し
い
古
家
正
亨

さ
ん
と
Ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
さ
ん
に
よ

る
Ｍ
Ｃ
で
進
行
し
た
開
会
式

は
姜
昌
一
駐
日
韓
国
大
使
、

日
本
側
実
行
委
員
長
の
呉
公

太
氏
、
佐
々
木
幹
夫
氏
、
韓

国
側
実
行
委
員
長
の
孫
京
植

氏
の
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
幕

開
け
し
た
。

姜
大
使
は
韓
日
議
員
連
盟

会
長
時
代
、
ソ
ウ
ル
版
に
参

加
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
起

こ
し
、
「
交
流
は
継
続
し
て

こ
そ
意
義
が
あ
る
。
離
れ
て

い
て
も
一
緒
に
交
流
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
し
友
情
を
深

め
て
ほ
し
い
」と
強
調
し
た
。

日
本
側
実
行
委
員
長
の
呉

氏
と
佐
々
木
氏
は
「
昨
年
、

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た

も
の
の
、
９
万
人
以
上
の
視

聴
数
を
記
録
し
、
大
盛
況
と

な
っ
た
。
民
間
レ
ベ
ル
の
交

流
を
更
に
重
ね
、
韓
日
両
国

の
文
化
交
流
を
は
じ
め
幅
広

い
分
野
で
よ
り
良
い
関
係
を

築
き
、
未
来
志
向
の
両
国
関

係
に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
」

と
、
期
待
を
込
め
た
。

韓
国
側
実
行
委
員
長
の
孫

氏
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

新
し
い
空
間
で
、
韓
日
だ
け

で
な
く
世
界
中
の
人
々
が
楽

し
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
韓

日
と
世
界
の
人
々
が
心
を
一

つ
に
す
る
場
に
な
る
こ
と
を

願
う
」
と
寄
せ
た
。

祝
賀
公
演
と
し
て
高
木
里

代
子
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
に
よ

る
、Ｂ
Ｔ
Ｓ
の「
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
」
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
を

披
露
。こ
の
後
、韓
日
交
流
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
�１
韓
国
伝
統

打
楽
器
演
戯
団
「
Ｔ
ａ
ｎ
ｎ

ｐ
ｉ
」と「
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
舞
踊
団

金
美
福
」
の
風
物
ノ
リ
と
風

物
舞
�２
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ

ル
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
バ
ラ

ダ
ン
」に
よ
る
愛
の
不
時
着
、

梨
泰
院
ク
ラ
ス
な
ど
韓
国
ド

ラ
マ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
演
奏
�３
「
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
紫
音
」
が
多
国

籍
の
演
奏
者
で
ア
リ
ラ
ン
を

披
露
し
た
。
続
い
て
事
前
エ

ン
ト
リ
ー
で
選
ば
れ
た
４０
人

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で

「
韓
日
交
流
ク
イ
ズ
大
会
」

予
選
・
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

後
半
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン

ス
カ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
最

終
審
査
で
ス
タ
ー
ト
。
最
後

は
同
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
も
あ
る
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ

Ｐ
コ
ン
サ
ー
ト
に
移
っ
た
。

今
年
は「
エ
バ
ー
グ
ロ
ー
」、

「
プ
ロ
ミ
ス
ナ
イ
ン
」、「
オ

メ
ガ
エ
ッ
ク
ス
」、「
イ
ナ
ル

チ
」
、
チ
ャ
ン
・
ミ
ン
ホ
、

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
と
６
組
が
ト

ー
ク
も
交
え
な
が
ら
約
１
時

間
、
ス
テ
ー
ジ
を
飾
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ブ
ー
ス
と
し
て
「
日
韓
学
生

未
来
会
議
体
験
会
」
「
韓
国

旅
検
定
編
」
「
韓
国
の
知
ら

れ
ざ
る
宝
物
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
」
「
単
語
パ
ズ
ル
組
み
合

わ
せ
」
「
韓
国
の
若
者
と
お

し
ゃ
べ
り
し
よ
う
！
」
「
韓

国
文
化
体
験
教
室
」
や
「
韓

国
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
各

種
韓
国
書
籍
店
展
示
会
な
ど

も
同
時
開
催
し
た
。

接
種
日
が
土
日
と
あ
っ
て

４
日
間
と
も
同
胞
だ
け
で
な

く
、
民
団
各
支
部
の
紹
介
、

民
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
知
っ
た
日
本

人
は
じ
め
ネ
パ
ー
ル
、
中
国

や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
在
日
外

国
人
が
訪
れ
、
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
い
た
。
受
験
を
前
に

し
た
東
京
韓
国
学
校
高
校
生

た
ち
も
見
ら
れ
た
。

足
立
区
に
住
む
在
日
３
世

の
女
性
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
ち

終
え
、
「
地
元
で
は
な
か
な

か
予
約
が
と
れ
ず
、
困
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
在
日
の
先
輩

か
ら
民
団
で
の
職
域
接
種
を

教
え
て
も
ら
い
申
し
込
ん

だ
。
ス
ム
ー
ズ
で
、
時
間
も

か
か
ら
ず
と
て
も
良
か
っ

た
。ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
て
、

ひ
と
ま
ず
安
心
を
感
じ
て
い

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

千
葉
県
松
戸
市
に
住
む
３５

歳
の
新
規
定
住
韓
国
人
男
性

も
「
な
か
な
か
予
約
が
取
れ

な
く
て
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
民
団

の
接
種
を
聞
き
、
す
ぐ
に
申

し
込
ん
だ
。
民
団
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
喜
ん
で
い
た
。

民
団
は
同
胞
や
地
域
住
民

が
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
、
安

全
・
安
心
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
積
極
的
に
寄
与
す
る
た

め
、
こ
の
間
準
備
を
進
め
て

き
た
。
在
日
韓
国
人
医
師
会

の
�
自
然
会
長
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
同
胞
を
始
め
日
本

の
医
師
、
看
護
師
ら
の
確
保

に
努
め
た
。

日
本
政
府
の
ワ
ク
チ
ン
不

足
で
職
域
接
種
が
遅
れ
て
い

た
が
、
第
１
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
を
１１
、
１２
、
１８
、
１９
日
の

４
日
間
、
朝
９
時
か
ら
夕
方

６
時
ま
で
実
施
し
た
。

対
象
が
在
日
同
胞
だ
け
で

な
く
、
国
籍
を
問
わ
ず
満
１６

歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
接

種
で
き
る
と
あ
っ
て
、
接
種

券
が
届
か
な
い
人
や
住
所
移

転
な
ど
で
予
約
が
困
難
だ
っ

た
「
接
種
難
民
」
が
多
く
申

し
込
ん
だ
。
言
葉
の
壁
で
接

種
予
約
の
方
法
が
困
難
だ
っ

た
外
国
人
も
目
立
っ
た
。

特
に
、
神
奈
川
県
に
住
む

ネ
パ
ー
ル
人
が
相
互
扶
助
と

日
本
人
な
ど
と
の
交
流
を
展

開
し
て
い
る
団
体
「
か
な
が

わ
ネ
パ
ー
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
（
ハ
リ
・
サ
プ
コ
タ
・
ド

ル
ラ
ズ
会
長
）
」
か
ら
は
１

０
０
人
以
上
が
訪
れ
た
。

ハ
リ
会
長
は
民
団
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
情
報
を
聞
き
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
会
員

に
広
げ
た
。
現
在
、
日
本
に

住
む
在
日
ネ
パ
ー
ル
人
は
約

９
万
６
０
０
０
人
と
こ
の
１０

年
間
で
急
増
し
て
い
る
。

在
日
歴
１２
年
目
の
ハ
リ
会

長
に
よ
る
と
、
神
奈
川
県
に

住
む
ネ
パ
ー
ル
人
は
約
７
５

０
０
人
だ
が
、
接
種
券
こ
そ

届
い
た
も
の
の
、
日
本
語
で

書
か
れ
て
い
る
た
め
、
予
約

に
戸
惑
う
人
が
大
半
だ
。
ハ

リ
会
長
は
日
本
語
が
堪
能
な

メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
、
民

団
接
種
会
場
に
赴
き
、
通
訳

・
翻
訳
な
ど
の
世
話
に
当
た

っ
た
。
「
民
団
と
は
以
前
か

ら
交
友
が
あ
っ
た
。
在
日
外

国
人
団
体
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

も
あ
る
民
団
の
こ
の
よ
う
な

支
援
活
動
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

２
回
目
接
種
は
４
週
間
後

に
当
た
る
１０
月
９
、１０
、
１６
、

１７
日
の
４
日
間
と
な
る
。

▲日韓交流クイズ大会決勝

青
年
会
中
央
本
部
（
鄭
昇

栄
会
長
）
は
９
月
１２
日
、
兵

庫
韓
国
文
化
教
育
院
で
第
９２

回
全
国
会
長
会
議
と
人
権
学

習
会
を
開
催
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、

会
場
に
は
中
央
執
行
部
と
近

隣
地
方
の
会
長
が
参
加
。
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
活
用
し
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

し
た
。
中
央
執
行
部
と
６
地

方
本
部
か
ら
会
長
が
参
加
し

た
。鄭

会
長
は
「
今
年
度
も
あ

っ
と
い
う
間
に
後
半
期
を
迎

え
た
。
前
半
期
は
リ
モ
ー
ト

を
活
用
し
た
事
業
が
メ
イ
ン

と
な
っ
た
が
、
１０
月
か
ら
行

動
制
限
の
緩
和
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

進
ん
で
い
る
の
で
、
オ
フ
ラ

イ
ン
で
一
堂
に
集
ま
れ
る
事

業
を
開
催
し
た
い
」
と
し
、

「
青
年
会
は
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
や
っ

て
い
こ
う
。
横
の
つ
な
が
り

を
強
固
に
し
、
地
方
同
士
が

助
け
合
っ
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

全
国
会
長
会
議
で
は
、
総

務
、
組
織
、
企
画
事
業
、
宣

伝
の
各
部
か
ら
、
活
動
状
況

の
報
告
と
予
定
事
項
が
説
明

さ
れ
た
あ
と
、
今
年
度
活
動

方
針
に
関
し
て
説
明
・
協
議

さ
れ
た
。
と
く
に
幹
部
候
補

の
発
掘
と
育
成
を
目
的
と
し

た
「
Ｋ
Ｙ
Ａ
（
コ
リ
ア
ン
・

ユ
ー
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
」

は
１１
月
６
、
７
日
の
１
泊
２

日
で
全
地
方
本
部
が
集
合
し

て
オ
フ
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

会
議
後
、
引
き
続
き
人
権

学
習
会
が
行
わ
れ
中
央
執
行

部
と
地
方
会
長
あ
わ
せ
て
１０

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
青

年
会
大
阪
本
部
尹
祉
惠
会
長

が
担
当
。
「
身
近
で
起
き
て

い
る
差
別
」
と
し
、
知
ら
な

い
う
ち
に
自
分
が
差
別
を
し

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
合
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。

北韓の北送責任問う

北韓政権の北送責任を追及する「北朝鮮帰国

事業損害賠償請求」訴訟を審理している東京地

方裁判所が北韓の金正恩国務委員長に対し、第

１回口頭弁論に出廷するよう「公示送達」して

いたことが明らかになった。 （２面）

敬老の日…団員の安否確認

「敬老の日」をはさみ、高齢団員への労りと

これまでの民団への貢献に感謝の気持ちを表す

取り組みが各地で展開されている。 （３面）
▲Ｋ―ＰＯＰコンサート

Ｑ

親
か
ら
相
続
し
た
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
最
近
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
室
に
一
人
で
入
居
し
て
い

る
高
齢
者
の
借
主
が
、
寝
た

き
り
の
ま
ま
病
気
で
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
死
後

す
ぐ
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、

通
常
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者

を
利
用
し
て
清
掃
を
行
う
こ

と
で
再
び
賃
貸
で
き
る
状
態

に
は
な
っ
た
の
で
す
が
、
今

後
、
こ
の
部
屋
は
事
故
物
件

と
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

最
近
、
「
事
故
物
件
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

す
。マ

ン
シ
ョ
ン
を
賃
貸
す
る

と
き
、
オ
ー
ナ
ー
は
契
約
を

締
結
す
る
か
否
か
の
判
断
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
事
情
を
入
居
希
望

者
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
る
義

務
（
告
知
義
務
）
を
負
っ
て

い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
過
去
に
死

亡
し
た
人
が
い
る
と
い
う
情

報
は
物
件
を
探
し
て
い

る
人
に
と
っ
て
は
借
り

る
こ
と
を
敬
遠
し
て
も

お
か
し
く
は
な
い
情
報

で
す
の
で
、
告
知
義
務

は
気
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
入
居
者
の
死

因
は
様
々
で
あ
り
、
事

件
発
生
か
ら
、
か
な
り

期
間
が
経
過
す
る
に
つ

れ
、
次
の
入
居
者
へ
の

心
理
的
影
響
は
徐
々
に

小
さ
く
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、「
ど

の
よ
う
な
事
案
を
」「
ど

こ
ま
で
」「
い
つ
ま
で
」

伝
え
る
必
要
が
あ
る
の

か
、
そ
の
判
断
基
準
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
オ

ー
ナ
ー
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

◆
近
く
公
式
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

こ
れ
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
土
交
通
省
が
「
宅
地
建
物

取
引
業
者
に
よ
る
人
の
死
に

関
す
る
心
理
的
瑕
疵
の
取
扱

い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
）
と
い
う
も
の
を
作
成

中
で
、
年
内
に
は
正
式
版
が

公
表
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
現
時
点
で

公
表
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
示
す
告
知
義
務
の
判

断
の
目
安
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
告
知
す
べ
き
事
案

ど
の
よ
う
な
事
案
を
告
知

す
る
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

「
過
去
に
他
殺
、
自
死
、

事
故
死
又
は
原
因
が
明

ら
か
で
な
い
死
亡
が
生

じ
た
場
合
」
に
は
、
原

則
と
し
て
、
告
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

他
方
、
「
自
然
死
又

は
日
常
生
活
の
中
で
の

不
慮
の
死
（
階
段
か
ら

の
転
落
や
、
入
浴
中
の

転
倒
事
故
、
食
事
中
の

誤
嚥
な
ど
）
が
発
生
し

た
場
合
」
は
、
こ
の
よ

う
な
死
が
発
生
す
る
こ

と
は
当
然
に
予
想
さ
れ

る
と
し
て
、
原
則
と
し

て
告
知
す
る
必
要
は
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
自
然
死
で

あ
っ
て
も
、
長
期
間
に
わ
た

っ
て
人
知
れ
ず
放
置
さ
れ
、

室
内
外
に
臭
気
・
害
虫
等
が

発
生
し
、
い
わ
ゆ
る
特
殊
清

掃
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
告
知
義
務
が
あ
る
と
し

て
い
る
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。

◆
告
知
す
べ
き
内
容
・
範
囲

告
知
す
べ
き
事
案
に
該
当

し
た
と
し
て
、
ど
の
程
度
の

説
明
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
事

案
の
発
生
時
期
・
場
所
・
死

因
（
不
明
な
場
合
は
そ
の

旨
）
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
つ
ま
で
事
案
の
存
在

を
告
知
す
べ
き
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
「
特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
事
案
の
発
生
か
ら
概
ね

３
年
間
」
は
告
知
義
務
を
負

う
と
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
と
め

以
上
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
考
え
る
と
、
ご
相
談

の
事
案
に
つ
い
て
は
、
次
の

入
居
希
望
者
に
説
明
す
る
義

務
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

も
し
、
所
有
す
る
マ
ン
シ

ョ
ン
で
告
知
す
る
べ
き
事
案

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
仲
介
業
者
が
い
れ
ば
そ

の
旨
伝
え
、
書
面
に
残
す
形

で
入
居
希
望
者
に
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
後
、
正
式
に
公

表
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
判
断
基

準
が
変
更
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
弁
護
士
に
確
認
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

夏
の
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
４

入
り
し
た
京
都
国
際
学
園

（
李
隆
男
理
事
長
、
朴
慶
洙

校
長
）
が
秋
季
京
都
府
高
校

野
球
大
会
で
昨
年
に
続
き
、

順
調
に
準
決
勝
に
勝
ち
進
ん

だ
。
決
勝
ま
で
進
め
ば
１０
月

１６
日
か
ら
始
ま
る
近
畿
地
区

大
会
の
出
場
権
を
得
る
。

近
畿
大
会
の
優
勝
校
は
明

治
神
宮
野
球
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
る
。
ま
た
、
大
会
成

績
は
翌
年
の
セ
ン
バ
ツ
出
場

校
選
考
の
際
の
参
考
資
料
と

な
る
。

京
都
国
際
は
昨
年
近
畿
大

会
で
初
の
４
強
入
り
を
果
た

し
、
今
年
の
セ
ン
バ
ツ
大
会

初
出
場
に
つ
な
げ
た
。

京
都
国
際
の
初
戦
は
９
月

５
日
、
東
宇
治
と
の
２
回

戦
。
１６
―
０
と
５
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
す
る
と
、
１１
日
の
西

城
陽
と
の
３
回
戦
で
も
１３
―

４
で
７
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し

た
。１９

日
に
は
強
豪
校
の
京
都

共
栄
と
対
戦
し
た
が
４
―
２

で
競
り
勝
ち
、
２５
日
、
立
命

館
宇
治
と
の
準
々
決
勝
で
も

８
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
収

め
、
夏
の
甲
子
園
４
強
の
実

力
を
見
せ
た
。

甲
子
園
直
後
に
始
ま
っ
た

同
大
会
で
も
あ
り
、
準
備
期

間
が
少
な
い
中
で
も
し
っ
か

り
と
４
強
ま
で
勝
ち
残
っ
た

京
都
国
際
。
準
決
勝
に
勝
利

す
れ
ば
、
３
季
連
続
で
近
畿

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
準
決
勝
は

１０
月
２
日
、
福
知
山
成
美
と

対
戦
す
る
。
勝
て
ば
、
塔
南

と
京
都
外
大
西
の
勝
者
と
３

日
に
決
勝
戦
を
戦
う
。

全国会長会議は近畿地方の会長は直接参加、
遠方の会長はズーム参加で行われた

弁
護
士

李

将

在 日 同 胞 法 律 相 談

Ｑ＆Ａ �３０�

自然死などは告知義務なし

民 団

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

在在
日日
外外
国国
人人
にに
もも
開開
放放

ネ
パ
�
ル
人
１００
人
�
感
謝
し
ま
す
�

１１
月
に
は
対
面
研
修
会

青
年
会

全
国
会
長
会
議
で
決
議

����������������������������
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今今年年ももオオンンラライインンでで
韓韓日日祝祝祭祭ハハンンママダダンン

「会えなくても共に歩もう」

京
都
国
際
、勝
ち
進
む

近
畿
大
会
出
場
権
へ
王
手

（毎週水曜日発行）週 刊２０２１年９月２９日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２９９６号（１）
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◆地方選中国人有権者が１０万人超え

来年６月に行われる韓国地方選挙

の投票権を持つ中国人有権者が史上

初めて１０万人を超える見通しだ。今

年６月末現在で韓国国内の中国人有

権者は９万５７６７人となり、外国人有

権者全体（１２万２１４８人）の７８．４％を

占めた。韓国は２００５年に改正された

公職選挙法に従い、永住権取得から

３年が経過した１８歳以上の外国人は

地方選挙の選挙権を持つ。

◆ＢＬＡＣＫＰＩＮＫのＭＶ再生１７億回

韓国の人気

ガールズグル

ープ、ＢＬＡ

ＣＫＰＩＮＫ

（ブラックピ

ンク）のヒッ

ト曲「ＤＤＵ

―ＤＵ ＤＤ

Ｕ―ＤＵ」のミュージックビデオが

「ユーチューブ」で再生回数１７億回

を超えた�写真。同ＭＶは２０１８年６

月に公開された。発売直後、米ビル

ボードのシングルチャート「ホット

１００」で５５位を記録し、当時のＫ―

ＰＯＰとしてはＭＶ世界で最も視聴

された。

◆ドラマ「イカゲーム」世界的人気

動画配信大手ネ

ットフリックスで

配信中の韓国オリ

ジナルドラマ「イ

カゲーム」が米国

の視聴ランキング

で韓国作品として

は初めて１位を記

録した�写真。韓

米だけでなく２２カ

国・地域で１位、日本、英国、フラ

ンスなど３９カ国・地域では２位につ

けている。作品の構造や出演者の熱

演のほか、米アカデミー賞で４冠に

輝いた「パラサイト」のように社会

的なメッセージが反映されている点

が人気を博したと見られる。

◆サッカーＵ２３代表監督に黄善洪氏

韓国がパリ五輪を

目ざすＵ―２３代表チ

ームの監督に黄善洪

氏が就任した�写

真。元韓国代表ＦＷ

で２００２年の韓日Ｗ杯

「４強神話」のメンバーでもある彼

は、セレッソ大阪や柏レイソルでプ

レーし、Ｊリーグの得点王にも輝い

た。目標は来年６月にウズベキスタ

ンで行われるＵ２３アジアカップで２

連覇に挑む。就任会見で「韓国代表

監督になることが夢だと話してき

た。自負心をもって堂々とやってい

きたい」と意気込みを明かした。

◆女子ハンドボールが５連覇

韓国女子

ハンドボー

ル代表は２６

日、ヨルダ

ンのアンマ

ンで行われ

た第１８回ア

ジア女子ハ

ンドボール選手権大会の決勝戦で、

日本を３３―２４で下して６戦全勝（グ

ループ別予選４勝を含めて）で優勝

した�写真。韓国は過去１８回のアジ

ア選手権で通算１５回目の優勝を記

録。同時に大会５連覇も果たした。

また、今年１２月１日からスペインで

開かれる世界女子選手権大会にアジ

ア代表として出場する。

厚
生
労
働
省
方
針

太
平
洋
戦
争
の
戦
没
者
５２

人
の
遺
族
が
１４
日
、
支
援
団

体
を
通
じ
、
日
本
政
府
に
遺

骨
の
身
元
特
定
へ
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
を
申
請
し
た
。
こ
の
中
に

は
沖
縄
戦
と
太
平
洋
地
域
で

戦
没
し
た
韓
国
人
１１
人
も
含

ま
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
戦
没
者
遺

骨
の
身
元
特
定
の
た
め
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
の
対
象
地
域
を
沖

縄
、
硫
黄
島
な
ど
の
一
部
に

限
定
し
、
し
か
も
身
元
の
特

定
に
つ
な
が
る
遺
品
が
見
つ

か
っ
た
場
合
に
限
っ
て
き

た
。
そ
の
後
、
遺
族
の
要
望

を
受
け
て
方
針
を
転
換
。
１０

月
以
降
か
ら
は
対
象
地
域
を

拡
大
し
、
遺
骨
が
収
集
さ
れ

て
保
管
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア

太
平
洋
す
べ
て
の
地
域
に
対

象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
遺
留
品
な
ど
の

手
が
か
り
情
報
も
求
め
な
い

こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
厚
労
省
の
関
係

者
は
「
日
本
人
で
合
致
す
る

遺
骨
を
優
先
す
る
」
と
し
て

お
り
、
外
国
籍
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
希
望
者
に
つ
い
て
は
後
回

し
に
な
り
そ
う
だ
。
外
務
省

関
係
者
に
よ
れ
ば
「
韓
国
へ

遺
骨
を
返
す
と
な
れ
ば
、
両

国
政
府
間
の
話
し
合
い
に
な

る
。
ま
だ
体
制
の
整
備
が
で

き
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
。

支
援
者
か
ら
は
「
日
本
人

で
合
致
す
る
遺
骨
を
遺
族
に

帰
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
韓

国
人
の
照
合
を
始
め
な
い
の

か
。
そ
れ
で
は
多
く
の
韓
国

人
遺
族
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
。
日
本
も
韓
国
も
遺
族
の

高
齢
化
問
題
は
も
う
待
て
な

い
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
」
と
抗

議
の
声
が
上
が
っ
た
。

中
国
で
戦
死
し
た
父
親
の

遺
骨
返
還
を
求
め
て
い
る
遺

族
の
一
人
、李
熙
子
さ
ん（
韓

国
太
平
洋
戦
争
被
害
者
補
償

推
進
協
議
会
共
同
代
表
）
は

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
通
じ
て
「
遺
骨

を
日
本
政
府
が
持
っ
て
い
る

必
要
は
な
い
。
外
務
省
と
厚

労
省
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
て

ど
う
す
る
べ
き
か
考
え
て
ほ

し
い
」
と
い
ら
だ
ち
の
声
を

あ
げ
た
。

北
韓
政
権
の
北
送
責
任
を
追
及
す
る
「
北
朝
鮮
帰
国
事
業
損
害
賠
償
請
求
」
訴
訟

を
審
理
し
て
い
る
東
京
地
方
裁
判
所
が
北
韓
代
表
者
の
金
正
恩
国
務
委
員
長
に
対

し
、
１０
月
１４
日
の
第
１
回
口
頭
弁
論
に
出
廷
す
る
よ
う
８
月
１６
日
付
で「
公
示
送
達
」

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
併
せ
て
答
弁
書
の
提
出
も
求
め
て
い
る
。
北

韓
代
表
者
が
日
本
の
裁
判
所
に
呼
び
出
さ
れ
る
の
は
異
例
。

日
本
は
北
韓
と
国
交
が
な

く
、
大
使
館
な
ど
政
府
を
正

式
に
代
表
す
る
機
関
も
日
本

国
内
に
な
い
。
裁
判
所
と
し

て
は
訴
状
な
ど
関
係
書
類
の

送
付
先
が
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
掲
示
板
に
１０
月
１４
日
ま

で
貼
り
だ
す
こ
と
で
、
被
告

側
に
届
い
た
も
の
と
み
な
す

こ
と
に
し
た
。
日
本
は
北
韓

を
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い

な
い
た
め
、
裁
判
権
免
除
を

認
め
る
法
的
義
務
は
な
い
と

の
判
断
だ
。
原
告
の
１
人
で

元
在
日
２
世
の
脱
北
者
、
川

崎
栄
子
さ
ん
（
７９
）
と
一
緒

に
７
日
、
東
京
・
千
代
田
区

の
日
本
外
国
特
派
員
協
会
で

記
者
会
見
し
た
福
田
健
治
弁

護
士
が
明
ら
か
に
し
た
。

福
田
弁
護
士
は
「
北
朝
鮮

の
代
表
者
が
日
本
の
裁
判
所

に
呼
び
出
さ
れ
る
の
は
初
め

て
。
国
家
に
は
他
国
の
裁
判

権
が
及
ば
な
い
と
す
る
主
権

免
除
の
原
則
を
適
用
し
て
送

達
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
も

あ
っ
た
の
に
、
画
期
的
な
判

断
が
な
さ
れ
た
」
と
歓
迎
し

た
。
た
と
え
、
金
委
員
長
が

出
廷
し
な
く
て
も
、
裁
判
所

と
し
て
北
韓
の
責
任
に
正
面

か
ら
向
き
合
う
意
味
は
大
き

い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

被
害
当
事
者
と
し
て
原
告

団
に
名
前
を
連
ね
た
脱
北
者

は
川
崎
さ
ん
を
含
め
５
人
。

２
０
１
８
年
８
月
２０
日
、
北

送
を
主
導
し
た
北
韓
政
府
に

対
し
そ
れ
ぞ
れ
１
億
円
、
計

５
億
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

て
提
訴
し
た
。

請
求
根
拠
は
�１
「
地
上
の

楽
園
」
と
だ
ま
し
て
渡
航
さ

せ
、
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て

出
国
を
許
さ
ず
、
北
韓
に
と

ど
め
お
き
、
基
本
的
人
権
を

抑
圧
し
た
�２
北
韓
か
ら
の
出

国
を
妨
害
し
、
脱
北
後
も
家

族
と
の
面
会
が
で
き
な
い
状

況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
。

記
者
か
ら
は
「
原
告
勝
訴

で
も
北
朝
鮮
政
府
か
ら
損
害

賠
償
が
支
払
わ
れ
る
と
は
考

え
に
く
い
」
と
の
疑
問
が
出

た
。
こ
れ
に
対
し
て
福
田
弁

護
士
は
、
「
判
決
文
が
被
害

者
の
苦
痛
に
対
す
る
公
式
記

録
に
な
り
、
将
来
、
日
本
政

府
が
国
交
回
復
交
渉
に
臨
ん

だ
際
に
、
北
朝
鮮
に
残
っ
て

い
る
被
害
者
が
自
由
に
北
朝

鮮
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
助
け
る
政
治
的
圧
力
に

な
る
こ
と
を
願
う
」
と
述
べ

た
。ま

た
、
北
送
責
任
の
所
在

を
問
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
北
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
な

か
っ
た
ら
起
き
な
か
っ
た
」

と
北
韓
の
責
任
を
明
確
に

し
、
「
ほ
か
の
ア
ク
タ
ー
は

副
次
的
」
と
指
摘
。
時
効
に

つ
い
て
も
「
北
の
関
与
は
現

在
も
続
い
て
い
る
」
と
し
て

否
定
的
な
考
え
を
述
べ
た
。

東
京
地
裁
掲
示
板
に
貼
り
出
さ
れ
た
「
公
示
送
達
」

川
崎
栄
子
さ
ん
は
「
地
上

の
楽
園
で
あ
る
故
国
に
戻
ろ

う
」
と
の
朝
鮮
総
連
の
説
得

を
信
じ
、
単
身
、
北
送
船
に

乗
船
し
た
。
１
９
６
０
年
、

川
崎
さ
ん
が
朝
鮮
高
校
３
年

生
の
時
だ
っ
た
。

「
北
朝
鮮
政
府
が
す
べ
て

の
自
由
と
生
計
を
保
障
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
の

で
、
一
人
で
行
く
こ
と
は
心

配
で
は
な
か
っ
た
」
。
家
族

は
後
か
ら
呼
び
寄
せ
る
つ
も

り
だ
っ
た
。

船
が
清
津
港
に
着
く
と
、

川
崎
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
聞
い

て
い
た
話
が
す
べ
て
偽
り
だ

っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
川

崎
さ
ん
は
首
都
平
壌
か
ら
約

５
０
０
�
離
れ
た
辺
地
に
あ

る
高
等
学
校
の
寮
に
入
れ
ら

れ
た
。
食
事
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
毎
日
。

北
韓
で
は
移
動
と
出
国
の

自
由
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
「
帰
国
者
」
ゆ
え
に
差

別
を
受
け
、
監
視
の
対
象
と

さ
れ
た
。
日
本
で
の
生
活
を

整
理
し
て
一
年
以
内
に
川
崎

さ
ん
の
後
を
追
う
計
画
を
立

て
て
い
た
と
い
う
家
族
に
は

「
来
る
な
」
と
真
っ
先
に
手

紙
を
書
い
た
。

大
学
で
化
学
工
学
を
専
攻

し
た
後
は
工
場
で
働
い
た
。

川
崎
さ
ん
と
同
様
、
元
在
日

同
胞
の
多
く
が
鉱
山
や
森

林
、
農
場
で
肉
体
労
働
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
精

神
に
異
常
を
き
た
し
、
自
殺

す
る
人
も
見
て
き
た
。
自
殺

す
る
と
反
逆
者
と
み
な
さ

れ
、
そ
の
家
族
は
山
奥
の
政

治
犯
収
容
所
へ
送
り
込
ま
れ

た
。
川
崎
さ
ん
は
「
表
現
で

き
な
い
厳
し
さ
の
な
か
で
１

日
１
日
を
生
き
延
び
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

９０
年
代
に
は
飢
餓
に
見
舞

わ
れ
、
道
端
に
乱
雑
に
捨
て

ら
れ
た
死
体
を
見
た
。
川
崎

さ
ん
は
「
も
う
こ
れ
以
上
こ

の
国
に
止
ま
る
必
要
は
な

い
」
と
家
族
や
孫
を
残
し
、

死
を
覚
悟
の
う
え
０３
年
に
た

っ
た
一
人
で
脱
北
し
た
。「
生

き
て
出
ら
れ
た
ら
北
朝
鮮
の

惨
状
を
伝
え
よ
う
」
と
決
意

し
て
。

川
崎
さ
ん
は
「
北
朝
鮮
が

９
万
７
０
０
０
人
の
在
日
朝

鮮
人
を
だ
ま
し
て
人
生
を
不

幸
に
陥
れ
た
事
実
を
世
の
中

に
知
ら
せ
る
た
め
に
訴
訟
に

参
加
し
た
」
と
述
べ
た
。

韓国人戦没者１１人を含む「戦没者遺族ＤＮＡ鑑定集団
申請名簿」を厚労省に提出する支援団体代表（左）

舞
台
発
表
競
う

個
人
芸
も
披
露

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
「
金
剛
祭
」

【
大
阪
】
大
阪
金
剛
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
高
等
学

校
（
崔
潤
理
事
長
、
尹
裕
淑

校
長
）
で
１９
・
２０
の
両
日
、

「
金
剛
祭
」
が
あ
っ
た
。

初
日
は
各
ク
ラ
ス
、
ク
ラ

ブ
に
よ
る
舞
台
発
表
。
テ
コ

ン
ド
ー
部
、
舞
踊
部
に
加
え

て
今
年
は
サ
ム
ル
ノ
リ
部
の

演
奏
が
花
を
添
え
た
。

２
日
目
は
学
年
の
枠
を
超

え
た
縦
割
り
班
で
躍
動
し
、

金
剛
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の

絆
を
深
め
た
。
午
後
か
ら
は

各
自
が
自
慢
の
個
人
芸
を
披

露
す
る
「
長
技
チ
ャ
ラ
ン
」

が
行
わ
れ
た
。

学
校
説
明
会
も

【
大
阪
】
金
剛
学
園
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

へ
の
入
学
を
考
え
て
い
る
受

験
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
が
４
日
に
あ
っ
た
。

今
回
は
従
来
と
趣
向
を
変

え
て
の
ク
ラ
ブ
鑑
賞
型
。
同

校
の
誇
る
テ
コ
ン
ド
ー
部
、

舞
踊
部
、
ダ
ン
ス
部
が
そ
れ

ぞ
れ
演
武
や
優
雅
な
舞
、
力

強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
、参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
を
個
別

に
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
学
校
を

回
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は

個
別
相
談
ブ
ー
ス
に
足
を
運

ん
で
熱
心
に
同
校
の
教
育
活

動
に
つ
い
て
質
問
を
重
ね
る

姿
も
見
ら
れ
た
。

支
部
活
性
化
へ

果
物
狩
り
実
施

民
団
茨
城
本
部

【
茨
城
】
民
団
茨
城
本
部

（
金
桂
一
団
長
）
は
２５
日
、

か
す
み
が
う
ら
市
の
前
川
果

樹
園
で
な
し
や
ぶ
ど
う
な
ど

の
果
物
狩
り
を
行
っ
た
。
支

部
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し

て
企
画
。
６
支
部
か
ら
３０
人

が
参
加
し
た
。
同
本
部
が
対

面
行
事
に
取
り
組
む
の
は
１

年
半
ぶ
り
。

■
民
団
関
連
行
事

◆
神
奈
川

▽
本
部
「
蓮
勝
寺
無
縁
仏
法

要
祭
」
�
１４
日
１１
時
／
菊
名

山
蓮
勝
寺
▽
本
部
「
韓
日
市

民
交
流
間
マ
ダ
ン
（
予
定
）」

�
１０
月
２０
日
～
１１
月
２１
日
／

三
ッ
池
公
園
コ
リ
ア
庭
園

◆
千

葉

▽
本
部「
光
復
節
記
念
式
典
」

�
２
日
１１
時
／
京
成
ホ
テ
ル

◆
茨

城

▽
本
部
「
１０
月
マ
ダ
ン
」
�

２３
日
１２
時
／
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル

◆
新

潟

▽
本
部「
オ
リ
ニ
土
曜
学
校
」

�
９
日
、
２３
日
１４
時
／
本
部

会
館
▽
本
部
「
在
日
同
胞
歴

史
探
訪
」
�
２５
日
～
２６
日
／

赤
谷
鉱
山
跡
連
続
洞
門
▽
本

部
「
高
齢
同
胞
健
康
増
進
の

集
い
」
�
５
日
～
２６
日
／
月

岡
温
泉

◆
宮

城

▽
本
部
「
２１
秋
の
ガ
ー
デ
ン

ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
�
２４

日
１１
時
半
／
秋
保
ク
レ
セ
ン

ト
ホ
テ
ル
▽
本
部
「
２１
敬
老

旅
行
Ｉ
Ｎ
秋
保
リ
ゾ
ー
ト
」

�
２４
日
～
２６
日
１１
時
半
／
秋

保
ク
レ
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

◆
青

森

▽
本
部
「
留
学
生
支
援
」
�

６
日
／
県
内
各
大
学
▽
本
部

「
脆
弱
同
胞
へ
の
支
援
」
�

７
日
／
県
内
各
同
胞
宅

◆
秋

田

▽
本
部
「
敬
老
祝
賀
会
」
�

２７
日
１５
時
／
象
潟
▽
本
部

「
戸
別
訪
問
」
�
１０
月
中
予

定
／
県
内
各
同
胞
宅
▽
本
部

「
次
世
代
発
掘
事
業
」
�
１０

月
中
予
定
／
由
利
本
荘
市

◆
愛

知

▽
本
部
「
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
相
談
日
」
�
１
日
、
１５
日

１４
時
／
本
部
会
館
▽
体
育
会

中
北
本
部
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
フ

リ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
ペ
」
２０
日

／
自
由
選
択
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

▽
本
部
「
第
５７
回
韓
日
歴
史

・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
２７
日

１８
時
／
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

◆
三

重

▽
本
部「
三
重
敬
老
祝
賀
会
」

�
１０
日
１１
時
／
湯
の
山
温
泉

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

◆
石

川

▽
本
部
「
韓
日
友
情
１０
月
マ

ダ
ン
」
�
３
日
１１
時
／
本
部

会
館
▽
本
部
「
２１
ハ
ン
グ
ル

セ
ミ
ナ
ー
」
�
９
日
１５
時
／

本
部
会
館

◆
兵

庫

▽
宝
塚
支
部
「
オ
リ
ニ
土
曜

学
校
」
�
２
日
、
６
日
、
３０

日
１３
時
／
支
部
会
館

▽
西
宮
支
部
「
ノ
レ
教
室
」

�
６
日
、
７
日
、
１３
日
、
１４

日
、
２０
日
、
２１
日
、
２７
日
、

２８
日
１４
時
／
支
部
会
館
▽
西

宮
支
部
「
い
き
い
き
体
操
」

�
６
日
、
１３
日
、
２０
日
、
２７

日
１３
時
／
支
部
会
館
▽
西
宮

支
部
「
韓
国
絵
本
教
室
」
�

６
日
、
２０
日
１０
時
／
支
部
会

館
▽
西
宮
支
部
「
オ
リ
ニ
土

曜
学
校
」
�
９
日
、
１６
日
、

２３
日
、
３０
日
１４
時
／
支
部
会

館
▽
本
部
「
神
戸
オ
リ
ニ
土

曜
学
校
・
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
」

�
９
日
、
２３
日
１４
時
／
本
部

会
館
▽
西
宮
支
部
「
韓
国
歴

史
教
室
」
�
１１
日
１９
時
／
本

部
会
館
▽
本
部
「
第
２６
回
１０

月
マ
ダ
ン
・
運
動
会
」
�
２４

日
／
若
松
公
園

◆
京

都

▽
左
京
支
部
「
Ｍ
マ
ー
ケ
ッ

ト
～
マ
ウ
ム
」
�
３
日
１０
時

／
支
部
会
館

◆
和
歌
山

▽
本
部
「
第
２
回
韓
日
親
善

Ｎ
Ｗ
杯
争
奪
草
野
球
大
会
」

�
３
日
～
１１
月
１４
日
／
和
歌

山
市
内
野
球
場

◆
広

島

▽
本
部「
韓
日
親
善
交
流
会
」

�
１４
日
１８
時
半
／
本
部
会
館

▽
本
部
「
原
爆
被
害
者
犠
牲

者
の
語
り
部
屋
」
�
１８
日
１３

時
／
本
部
会
館
▽
本
部
「
歴

史
遺
跡
地
探
訪
」
�
３０
日
１０

時
／
東
広
島
市

◆
岡

山

▽
本
部
「
李
鐘
根
ハ
ラ
ボ
ジ

被
爆
体
験
講
演
会
」
�
３１
日

１０
時
半
／
本
部
会
館

◆
鳥

取

▽
本
部
「
１０
月
マ
ダ
ン
Ｉ
Ｎ

と
っ
と
り
」
�
９
日
１２
時
／

倉
吉
市
上
灘
公
民
館

◆
福

岡

▽
本
部
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
�
３１
日
１０
時
／

あ
ん
ず
の
里
運
動
公
園

◆
佐

賀

▽
本
部
「
第
１６
回
ふ
れ
あ
い

交
流
マ
ダ
ン
」
�
２４
日
１０
時

半
／
６
５
６
広
場

◆
宮

崎

▽
本
部「
韓
日
友
好
の
夕
べ
」

�
２８
日
１８
時
／
宮
崎
観
光
ホ

テ
ル

◆
沖

縄

▽
本
部
「
２１
年
韓
国
人
戦
没

犠
牲
者
慰
霊
大
祭
」
�
２３
日

１４
時
／
韓
国
人
慰
霊
塔
公
園

◆
香

川

▽
本
部
「
県
内
団
員
家
庭
訪

問
実
施
」
�
２
日
～
５
日
／

県
内
各
同
胞
宅

◆
愛

媛

▽
本
部
「
２１
年
度
旅
券
領
事

巡
回
業
務
」
�
下
旬
予
定
／

本
部
会
館

◆
高

知

▽
田
内
千
鶴
子
愛
の
会
「
田

内
千
鶴
子
記
念
碑
献
花
式
」

�
３１
日
１３
時
半
／
田
内
千
鶴

子
記
念
碑
前
▽
日
韓
協
「
総

会
講
演
会
」
�
３１
日
１４
時
／

三
翠
園

■
そ
の
他
行
事

◆
神
奈
川

▽
韓
国
教
育
財
団
「
第
７８
回

韓
国
語
能
力
試
験
」
�
１７
日

９
時
／
大
原
学
園
横
浜
校
▽

実
行
委
「
あ
ー
す
フ
ェ
ス
タ

か
な
が
わ
２
０
２
１
」
�
１７

日
１０
時
／
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

▽
教
育
院
「
第
１９
回
神
奈
川

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」
�

２０
日
１３
時
／
県
民
ホ
ー
ル

◆
静

岡

▽
実
行
委
「
朝
鮮
通
信
使
静

岡
講
座
」
�
２３
日
１３
時
半
／

宝
泰
寺
ほ
か

◆
新

潟

▽
教
育
院
「
第
７８
回
韓
国
語

能
力
試
験
」
�
１７
日
１０
時
／

本
部
会
館

◆
京

都

▽
駐
大
阪
総
領
事
館
「
巡
回

領
事
」
�
１
日
１０
時
半
／
本

部
会
館
▽
駐
大
阪
総
領
事
館

「
国
慶
日
記
念
祝
賀
会
」
�

１
日
１８
時
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
▽
実
行
委
「
左
京

支
部
こ
ど
も
食
堂
」
�
１５
日

１７
時
／
支
部
会
館
▽
実
行
委

「
詩
人
尹
東
柱
記
憶
と
和
解

の
碑
建
立
記
念
４
周
年
つ
ど

い
」
�
２３
日
１４
時
／
宇
治
市

志
津
川
仙
郷
谷
地
先
▽
実
行

委
「
南
京
都
支
部
子
ど
も
食

堂
」
�
２７
日
１７
時
／
館
内
食

堂
▽
実
行
委
「
左
京
支
部
子

ど
も
食
堂
・
わ
か
ち
愛
」
�

２８
日
１６
時
／
エ
ス
テ
イ
ト
東

久
西
京
極

◆
福

岡

▽
駐
福
岡
韓
国
総
領
事
館

「
国
慶
節
記
念
式
典
」
�
４

日
１８
時
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ

◆
愛

媛

▽
駐
広
島
韓
国
総
領
事
館

「
第
２０
代
大
統
領
選
挙
説
明

会
」
�
１０
月
下
旬
予
定
／
本

部
会
館

ＳＢＪ銀行調べ
（９月２８日現在）

１万円

１１０，９７８
ウォン

１０１，４２１
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０７，７９２
ウォン

１０４，６０７
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

北韓の北送責任問う
東
京
地
裁
が�
公
示
送
達
�

脱
北
者
５
人

損
害
賠
償
求
め
る

�
幻
だ
�
た
地
上
の
楽
園
�

戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

対
象
地
域
を
大
幅
拡
大
１０月以降

日
本
人
優
先
に
韓
国
人
遺
族
が
憤
り

（２）２０２１年９月２９日（水曜日）

１０月の

予 定

民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９９６号
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２０
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
は
さ
み
、
高
齢
団
員
へ
の

労
り
と
こ
れ
ま
で
の
民
団
へ
の
貢
献
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
取
り
組
み
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
対
面
行
事
を
控
え
て
き
た
だ
け
に
、
人
数
を
制

限
し
て
の
食
事
会
の
ほ
か
、
安
否
確
認
を
兼
ね
た
家
庭

訪
問
を
す
る
と
こ
ろ
も
で
て
き
た
。

民
団
東
京
・
渋
谷
支
部（
高

三
連
支
団
長
）
は
１８
日
、
都

内
の
ホ
テ
ル
に
７０
歳
以
上
の

団
員
を
招
き
、
「
敬
老
の
集

い
」
を
行
っ
た
。
渋
谷
韓
国

人
商
工
協
同
組
合
と
の
合

同
。
２３
人
が
参
加
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
代
わ
り
、

高
支
団
長
が
手
作
り
し
た
赤

紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し

た
。

民
団
埼
玉
本
部
（
田
虓

団
長
）
は
長
寿
を
祝
う
は
が

き
に
添
え
、
餅
ケ
ー
キ
と
マ

ス
ク
を
各
支
部
を
通
じ
て
配

っ
た
。
対
象
は
７５
歳
以
上
の

高
齢
者
を
抱
え
る
家
庭
約
１

５
０
世
帯
。

民
団
群
馬
本
部
（
権
在
一

団
長
）
は
８
月
末
か
ら
９
月

半
ば
に
か
け
て
７５
歳
以
上
の

団
員
宅
を
家
庭
訪
問
し
、
安

否
確
認
を
行
っ
た
。
対
象
は

約
３５
世
帯
ほ
ど
。
記
念
品
と

し
て
持
参
し
た
韓
国
の
り
が

喜
ば
れ
た
と
い
う
。

民
団
愛
知
本
部
（
朴
茂
安

団
長
）
は
各
支
部
が
米
、
商

品
券
な
ど
と
い
っ
た
記
念
品

を
取
り
そ
ろ
え
、
対
象
の
団

員
宅
に
届
け
た
。

米
寿
の
祝
い
伝
達

民
団
京
都
本
部
（
金
政
弘

団
長
）
は
各
支
部
と
連
携
し

な
が
ら
７５
歳
以
上
の
主
だ
っ

た
団
員
宅
を
家
庭
訪
問
し
、

安
否
の
確
認
を
行
っ
た
う
え

で
記
念
品
を
伝
達
し
た
。
こ

の
う
ち
、
米
寿
（
８８
歳
）
を

迎
え
た
団
員
１４
人
に
つ
い
て

は
本
部
の
金
団
長
自
ら
が
訪

ね
、
羽
毛
肌
掛
け
布
団
を
手

渡
し
た
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
期
間

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
本
・

支
部
が
家
庭
訪
問
し
た
の

は
、
３
年
前
か
ら
計
画
中
の

「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
に
移
す
に
あ
た
っ
て
、
対

象
者
を
発
掘
す
る
と
い
う
狙

い
も
あ
る
。
羽
毛
肌
掛
け
布

団
以
外
の
記
念
品
は
各
支
部

で
選
ん
だ
。

な
お
、
福
知
山
と
丹
波
の

各
支
部
は
記
念
品
を
自
宅
へ

配
送
。
舞
鶴
支
部
に
つ
い
て

は
１０
月
１
日
か
ら
対
象
の
各

家
庭
３９
戸
を
順
次
回
り
、
新

米
３
�
を
届
け
る
予
定
。

７５
歳
以
上
の
団
員
は
府
内

で
合
わ
せ
て
６
４
１
人
を
数

え
る
。

大
阪
は
支
部
単
位

民
団
大
阪
本
部
（
李
元
徹

団
長
）
は
各
支
部
単
位
で
の

開
催
。
堺
支
部
（
李
花
子
支

団
長
）
は
２０
日
、
７０
歳
以
上

の
団
員
に
呼
び
か
け
、
市
内

で
さ
さ
や
か
な
食
事
会
を
行

っ
た
。
旭
都
島
支
部
（
尹
秀

玉
支
団
長
）
は
７０
歳
以
上
の

団
員
を
対
象
に
新
米
各
１０
�

を
配
っ
た
。
近
隣
に
は
役
員

が
自
宅
に
直
接
持
参
し
た
。

対
象
は
７０
家
庭
を
数
え
た
。

民
団
広
島
本
部
（
李
英
俊

団
長
）
は
１１
月
末
日
か
ら
１２

月
に
か
け
て
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
家
庭
訪
問
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
８０（
傘
寿
）、

８８
（
米
寿
）
、
９０
（
卒
寿
）

の
節
目
を
迎
え
た
６０
人
に
は

す
で
に
長
寿
を
祝
う
シ
ー
ツ

を
送
っ
た
。

民
団
香
川
本
部
（
石
隆
弘

団
長
）
は
米
の
ほ
か
、
韓
国

の
も
ち
と
菓
子
を
持
参
し
て

コ
ツ
コ
ツ
安
否
確
認
を
続
け

て
い
る
。
対
象
者
は
７０
歳
以

上
の
約
５０
人
。
業
務
の
合
間

を
ぬ
っ
て
の
家
庭
訪
問
だ
け

に
、
息
長
い
事
業
と
な
り
そ

う
だ
。

団員の長寿を祝う民団東京・渋谷支部の高三連支団長

【
秋
田
】
「
高
円
宮
杯
第

７３
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
」
秋
田
県
予
選
（
県

教
育
研
究
会
外
国
語
外
国
語

活
動
部
会
主
催
）
に
出
場
し

た
在
日
同
胞
３
世
の
李
若
菜

さ
ん
（
県
立
秋
田
南
高
中
等

部
３
年
）
が
「
弁
論
の
部
」

で
優
勝
し
た
。
同
大
会
は
中

学
生
向
け
と
し
て
は
日
本
国

内
最
高
レ
ベ
ル
の
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
と
さ
れ
る
。

県
予
選
は
１６
日
、
秋
田
市

の
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
弁
論
の
部
」
と
「
暗
唱
の

部
」に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

「
弁
論
の
部
」
に
は
１１
人
が

出
場
。
李
さ
ん
は
「
名
前
の

中
に
」
と
題
し
て
発
表
。
小

学
生
の
時
に
民
団
中
央
本
部

主
催
の
「
オ
リ
ニ
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
」
で
父
祖
の
ル
ー
ツ
で

あ
る
韓
国
を
訪
れ
、
現
地
の

小
学
生
と
交
流
し
た
体
験
を

話
し
た
。

審
査
の
結
果
、
内
容
・
英

語
力
・
表
現
力
の
合
計
で
最

高
点
を
獲
得
し
た
。

父
親
の
亘
さ
ん
は
「
弁
論

大
会
で
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
楽

し
か
っ
た
体
験
を
話
し
た
い

と
言
っ
て
い
た
。
韓
国
語
は

話
せ
な
い
が
、
身
振
り
手
振

り
で
意
思
疎
通
を
図
っ
た
よ

う
だ
」
と
語
っ
た
。

李
さ
ん
は
１１
月
２５
日
に
東

京
港
区
の
赤
坂
区
民
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
決
勝

予
選
大
会（
北
部
日
本
地
区
）

に
出
場
す
る
。

「
自
信
を
も
っ
て

堂
々
と
話
せ
た
」

李
若
菜
さ
ん
の
話

自
信
を
も
っ
て
堂
々
と
話

す
こ
と
が
で
き
た
。
緊
張
し

た
が
、
楽
し
か
っ
た
。
全
国

大
会
で
は
い
ち
ば
ん
伝
え
た

い
部
分
を
理
解
し
、
声
や
表

情
な
ど
で
聞
き
手
に
伝
わ
る

発
表
を
目
指
し
た
い
。

米寿の記念品を持参した民団
京都本部の金政弘団長（右）

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
李
元
徹
団
長
）
は
１４
日
、

今
夏
の
甲
子
園
大
会
で
ベ
ス

ト
４
入
り
を
果
た
し
た
京
都

国
際
学
園
に
対
し
、
同
本
部

で
支
援
金
を
手
渡
し
た
。
支

援
金
は
同
本
部
３
機
関
の
総

意
で
募
っ
た
。
併
せ
て
在
日

同
胞
企
業
の
株
式
会
社
新
井

か
ら
は
マ
ス
ク
２
０
０
０
枚

の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

伝
達
式
に
は
同
学
園
か
ら

李
隆
男
理
事
長
と
朴
慶
洙
校

長
が
参
席
。
民
団
か
ら
は
３

機
関
を
は
じ
め
と
す
る
本
部

役
員
多
数
が
出
迎
え
た
。
李

団
長
は
「
初
出
場
の
大
会
で

逆
転
劇
を
演
じ
、
勝
利
し
て

韓
国
語
の
校
歌
が
流
れ
た
時

は
、
感
動
で
胸
が
熱
く
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
」と
激
励
し
た
。

李
理
事
長
は
「
ベ
ス
ト
４

と
い
う
結
果
に
は
驚
い
て
い

る
。
春
、
夏
の
甲
子
園
出
場

に
は
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

支
援
を
い
た
だ
い
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
同
時

に
「
す
で
に
秋
季
大
会
が
始

ま
っ
て
い
る
。
甲
子
園
出
場

メ
ン
バ
ー
も
半
分
残
っ
て
い

る
の
で
来
年
に
つ
な
が
る
の

で
は
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

朴
校
長
も
「
甲
子
園
を
通

じ
て
学
校
の
存
在
を
幅
広
く

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
全
国
同

胞
の
み
な
さ
ん
の
応
援
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
喜
ん
で
い

た
。支

援
金
は
学
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
拡
張
、
人
工
芝
や
ネ
ッ

ト
整
備
な
ど
の
設
備
拡
充
に

あ
て
ら
れ
る
。

李隆男理事長に目録を手渡す民団大阪本部の李元徹団長（左）

【
鳥
取
】
第
２
次
大
戦
中

の
１
９
４
３
年
９
月
１０
日
に

発
生
し
た
鳥
取
大
地
震
で
犠

牲
と
な
っ
た
同
胞
と
日
本
人

６５
人
を
慰
霊
す
る
民
団
鳥
取

本
部
（
黄
龍
也
団
長
）
主
催

の
７９
回
忌
祭
典
が
１０
日
、
地

域
住
民
ら
の
見
守
る
な
か
、

岩
見
町
荒
金
の
旧
荒
金
鉱
山

で
営
ま
れ
た
。
亡
く
な
っ
た

同
胞
２８
人
は
日
本
の
植
民
地

統
治
下
で
強
制
動
員
さ
れ

た
。
遺
体
の
多
く
は
今
も
土

中
に
眠
っ
て
い
る
。

村
々
に
正
午
を
告
げ
る
時

報
の
音
楽
と
と
も
に
県
内
を

拠
点
と
す
る
民
族
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト
「
ト
ウ
ル
リ
ム
」
が
打

楽
器
で
鎮
魂
の
調
べ
を
披

露
。
黄
団
長
が
「
異
国
の
地

で
落
命
さ
れ
た
方
々
の
無
念

を
思
う
と
、
今
も
胸
が
詰
ま

る
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り

ま
す
」
と
の
祭
文
を
読
み
上

げ
、
参
加
者
全
員
が
菊
の
花

を
献
花
し
た
。

最
後
に
薛
幸
夫
常
任
顧
問

が
謝
辞
に
立
ち
、
「
未
だ
発

掘
さ
れ
ず
、
土
中
に
放
置
さ

れ
た
ま
ま
の
同
胞
罹
災
者
の

遺
体
を
発
掘
し
、
本
名
と
ウ

リ
マ
ル
で
迎
え
た
い
」
と
述

べ
た
。

大
地
震
発
生
時
、
荒
金
鉱

山
で
は
堆
積
所
の
え
ん
堤
が

決
壊
し
、
約
４
万
３
０
０
０

立
法
�
の
鉱
滓
・
鉱
泥
が
下

流
部
の
鉱
山
住
宅
や
同
胞
の

住
む
集
落
を
飲
み
込
ん
だ
。

薛
常
任
顧
問
は
「
洪
水
と

地
震
の
違
い
は
あ
る
が
、
熱

海
の
『
盛
り
土
』
と
同
様
で

は
な
い
か
」
と
荒
金
鉱
山
で

銅
を
採
取
し
た
日
本
鉱
業

（
当
時
）
に
よ
る
管
理
責
任

を
指
摘
し
た
。
式
次
第
は
例

年
に
比
べ
半
分
ほ
ど
の
規
模

に
縮
小
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
を
押
し
の
け
地
域
住
民
ら

６０
人
近
く
が
参
加
し
た
。

徴
用
韓
国
人
悼
む

岩
手
で
も
式
典

【
岩
手
】
第
２
次
大
戦

中
、
岩
手
県
で
死
亡
し
た
徴

用
韓
国
人
を
悼
む
第
２６
回
式

典
（
追
悼
碑
慰
霊
の
式
実
行

委
員
会
主
催
）
が
１４
日
、
滝

沢
市
の
県
産
業
文
化
セ
ン
タ

ー
敷
地
内
に
立
つ
追
悼
碑
前

で
営
ま
れ
た
。

民
団
岩
手
本
部
の
李
太
炯

団
長
は
犠
牲
者
に
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
、
「
韓
日
親
善
関

係
に
懸
け
橋
の
役
割
を
担

い
、
よ
り
明
る
い
未
来
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
い
く
」
こ

と
を
誓
っ
た
。

達
増
拓
也
県
知
事
か
ら
は

今
年
も
追
悼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
司
会
者
が
代
読
し

た
。
県
議
会
か
ら
は
関
根
敏

伸
議
長
（
日
韓
親
善
県
議
会

議
員
連
盟
会
長
）も
参
列
し
、

献
花
し
た
。

祭文を読む黄龍也団長

在
日
本
大
韓
体
育
会
（
崔

相
英
会
長
）
は
東
京
と
大
阪

の
民
族
学
校
２
校
に
自
転
車

各
１０
台
を
寄
贈
し
た
。
こ
れ

ら
の
自
転
車
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
韓
国
選
手
団
が

大
会
期
間
中
、
選
手
村
を
移

動
す
る
際
に
使
わ
れ
た
。

選
手
村
は
広
い
。
徒
歩
で

食
堂
や
郵
便
局
、
洗
濯
所
ま

で
行
く
の
に
は
最
長
２０
分
ほ

ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
韓
国
選
手
団
関
係
者
か

ら
選
手
が
移
動
に
困
っ
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
体
育

会
の
崔
会
長
が
３０
台
を
購
入

し
、
寄
贈
し
た
。

自
転
車
は
最
新
変
速
機
付

き
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
。
前

か
ご
に
さ
し
た
太
極
旗
を
翻

し
颯
爽
と
走
る
韓
国
選
手
の

姿
は
選
手
村
の
注
目
を
集
め

た
と
い
う
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
日
程

が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
崔

会
長
の
発
案
で
東
京
韓
国
学

校
�
写
真
�
に
６
日
、
体
育

会
の
崔
潤
副
会
長
が
理
事
長

を
担
う
大
阪
金
剛
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
小
中
高
等
学
校

に
は
７
日
に
贈
ら
れ
た
。

い
ず
れ
も
射
撃
、
野
球
、

テ
コ
ン
ド
ー
な
ど
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
選
手
の
サ
イ
ン

入
り
。
体
育
会
の
趙
靖
芳
専

務
理
事
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
活
躍
し
た
憧
れ
の
選
手
が

サ
イ
ン
し
た
自
転
車
は
お
金

で
は
買
え
な
い
貴
重
な
も

の
。
学
校
で
有
効
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

【
大
阪
】
新
定
住
者
団

体
、
在
日
本
関
西
韓
国
人
連

合
会
（
韓
人
会
、
李
亨
培
会

長
）
が
大
阪
市
北
区
の
大
阪

韓
国
人
会
館
の
３
階
の
１
室

に
事
務
所
を
構
え
た
。
民
団

と
韓
人
会
が
「
一
つ
屋
根
の

下
」
で
業
務
に
あ
た
る
の
は

全
国
で
も
初
め
て
の
ケ
ー

ス
。韓

人
会
の
李
会
長
は
「
こ

れ
か
ら
民
団
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
、
お
互
い
に
手
を

携
え
て
同
胞
・
地
域
社
会
の

発
展
と
融
和
、
さ
ら
に
は
民

族
教
育
の
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

民
団
大
阪
本
部
の
李
元
徹

団
長
は
「
在
日
同
胞
社
会
の

発
展
の
た
め
に
は
民
団
大
阪

と
韓
人
会
が
協
力
し
な
が
ら

活
動
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

１５
日
の
縣
板
式
に
は
、
大

阪
韓
国
商
工
会
議
所
の
洪
致

原
会
長
、
婦
人
会
大
阪
本
部

の
朴
米
子
会
長
を
は
じ
め
関

西
駐
在
韓
国
企
業
連
合
会
の

関
係
者
も
参
席
し
た
。

「追悼之碑」に献花する参列者（岩手）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

団
員
親
睦
深
め
る

民
団
徳
島
本
部

【
徳
島
】
民
団
徳
島
本
部

（
姜
盛
文
団
長
）
は
２６
日
、

徳
島
市
勤
労
者
体
育
館
で
第

２
回
同
胞
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
の

日
は
練
習
会
形
式
と
し
、
小

学
生
や
ち
び
っ
子
た
ち
も
ラ

ケ
ッ
ト
を
手
に
し
て
一
緒
に

汗
を
流
し
た
。

姜
団
長
は
「
団
員
の
親
睦

を
深
め
、
み
ん
な
が
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

７
月
の
第
１
回
は
試
合
形

式
で
実
施
。
在
日
同
胞
の
日

本
人
妻
も
多
く
参
加
し
た
。

駐
神
戸
大
韓
民
国
総
領
事
館

か
ら
は
入
賞
者
に
賞
品
が
贈

ら
れ
た
。

１
日
領
事
業
務
に

予
約
上
回
る
参
加

民
団
倉
敷
支
部

【
岡
山
】
駐
神
戸
総
領
事

館
に
よ
る
巡
回
領
事
業
務
が

１０
日
、
倉
敷
支
部
で
あ
り
、

事
前
の
予
約
数
を
上
回
る
２５

人
が
参
加
し
た
。

同
支
部
で
は
「
例
年
で
す

と
７
、
８
人
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
県
を
ま
た
い
で
の
移
動

を
自
粛
し
て
い
た
団
員
が
、

地
元
で
パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
で

き
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で

は
」
と
語
っ
た
。
民
団
岡
山

本
部
の
金
學
事
務
局
長
は

「
韓
国
へ
の
渡
航
緩
和
を
予

想
し
て
、
期
待
し
た
の
で
し

ょ
う
か
。す
ご
い
人
数
で
す
」

と
驚
い
て
い
た
。

急
き
ょ
李
大
成
支
団
長
が

尹
鍾
大
領
事
の
業
務
を
サ
ポ

ー
ト
し
た
。
駐
神
戸
総
領
事

館
の
民
団
岡
山
巡
回
領
事
業

務
は
本
部
で
年
２
回
、
同
じ

く
倉
敷
支
部
で
１
回
実
施
し

て
い
る
。

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

高
校
生
を
対
象
に

広
島
教
育
院
主
催

【
広
島
】
高
校
生
を
対
象

と
し
た
第
９
回
広
島
県
韓
国

語
ス
ピ
ー
チ
大
会
が
１１
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
さ

れ
た
。広
島
韓
国
教
育
院（
全

美
貞
院
長
）
が
主
催
、
民
団

広
島
本
部
（
李
英
俊
団
長
）

が
後
援
し
、
県
内
か
ら
２２
人

が
出
場
し
た
。

全
院
長
は
「
年
々
韓
国
語

の
実
力
が
向
上
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
韓
国
と
日
本
が
も
っ
と

お
互
い
を
理
解
し
あ
い
、
共

に
繁
栄
で
き
る
原
動
力
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

た
。審

査
の
結
果
、「
特
別
賞
」

に
後
藤
優
里
さ
ん（
高
２
）、

「
大
賞
」
が
奥
本
真
那
さ
ん

（
高
３
）、「
金
賞
」
に
は
宮

崎
こ
ゆ
き
さ
ん
（
高
２
）
と

金
村
仁
さ
ん
（
高
３
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

バドミントンに興じる子どもたち

民
団
沖
縄
本
部

光
復
節
記
念
式
典

１
カ
月
遅
れ
開
催

【
沖
縄
】
民
団
沖
縄
本
部

（
南
成
珍
団
長
）
の
７６
周
年

光
復
節
記
念
式
典
が
１１
日
、

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
�
写
真
。
緊
急
事
態
宣

言
が
何
回
も
延
長
さ
れ
た
た

め
、
約
１
カ
月
遅
れ
の
開
催

と
な
っ
た
。

南
団
長
は
就
任
以
来
、
こ

れ
が
地
域
同
胞
社
会
と
の
初

顔
合
わ
せ
。
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
２
年
目
を
送
り
な
が

ら
、
落
ち
込
ん
だ
り
疲
れ
な

い
よ
う
に
、
お
互
い
励
ま
し

合
っ
て
良
い
年
を
送
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
来
賓
の
沖
縄
日
韓
親
善

協
会
の
糸
数
久
美
子
会
長
は

７
月
に
就
任
し
た
ば
か
り
。

初
あ
い
さ
つ
で
「
民
間
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

懇
親
会
で
は
沖
縄
の
古
典

芸
能
「
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
」
や

「
か
ぎ
や
で
風
」
で
光
復
節

を
祝
っ
た
。

韓
国
語
受
講
生
を

対
象
キ
ム
チ
教
室

民
団
広
島
本
部

【
広
島
】
民
団
広
島
本
部

（
李
英
俊
団
長
）
は
２２
日
、

広
島
韓
国
会
館
で
「
キ
ム
チ

教
室
」を
開
催
し
た
�
写
真
。

同
会
館
で
韓
国
語
を
学
ん
で

い
る
日
本
籍
の
受
講
生
２０
人

が
講
師
の
文
晶
愛
同
本
部
事

務
局
長
か
ら
キ
ム
チ
の
特
徴

や
種
類
に
つ
い
て
学
び
、
実

際
に
キ
ム
チ
を
漬
け
た
。

�
お
元
気
で
し
た
か
�

�
敬
老
の
日
�
団
員
の
安
否
確
認

土
中
に
埋
も
れ
既
に
７８
年

民
団
鳥
取

荒
金
鉱
山
罹
災
者
を
慰
霊

民族学校に自転車寄贈
在日本大韓体育会から２０台

東京五輪メダリストがサイン

高円宮杯全日本中学校英語弁論大会で優勝

秋田県予選「弁論の部」在日３世の李若菜さん

甲
子
園
で
の
活
躍
に
感
動

民
団
大
阪

京
都
国
際
高
に
支
援
金

３機関の総意

民
団
大
阪
と
活
動
共
に

関
西
韓
人
会
「
一
つ
屋
根
の
下
で
」

第２９９６号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２１年９月２９日（水曜日）（３）
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上 映 会

在
日
１
世
の
画
家
、
呉
炳

学
さ
ん
が
今
月
６
日
、
肺
炎

の
た
め
川
崎
市
中
原
区
の
病

院
で
亡
く
な
っ
た
。
９７
歳
だ

っ
た
。
葬
儀
は
近
親
者
で
営

ま
れ
た
。
喪
主
は
助
手
、
三

浦
千
波（
み
う
ら
・
ち
な
み
）

さ
ん
。

呉
炳
学
さ
ん
は
旧
朝
鮮
平

安
南
道
生
ま
れ
。
１
９
４
６

年
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京

芸
術
大
）
入
学
後
中
退
。
独

学
で
セ
ザ
ン
ヌ
ほ
か
巨
匠
た

ち
を
深
く
研
究
し
、
独
自
の

画
風
を
生
み
出
し
た
。
５０
年

代
か
ら
韓
半
島
の
伝
統
舞

踊
、仮
面
、仮
面
舞
や
陶
磁
器

を
題
材
に
し
た
作
品
を
手
が

け
た
。
韓
民
族
の
豊
か
な
感

性
を
反
映
さ
せ
た
作
品
は
、

そ
の
芸
術
性
の
高
さ
か
ら
世

界
に
誇
る
べ
き
絵
画
と
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

６８
年
個
展
（
文
芸
春
秋
画

廊
、
東
京
）、０６
年
韓
国
ソ
ウ

ル
で
個
展（
仁
寺
洞
学
古
斎
）

な
ど
の
多
く
の
個
展
を
開

催
。
２１
年
６
月「
呉
炳
学
・
三

浦
千
波
展
ー
呉
炳
学
９７
歳
の

世
界
を
中
心
に
ー
」（
ギ
ャ
ラ

リ
ー
向
日
葵
）。２
０
０
１
年

『
呉
炳
学
画
集
』刊
行
。朝
鮮

民
話
『
ト
ケ
ビ
に
か
っ
た
バ

ウ
ィ
』
、
世
界
む
か
し
話
１０

『
金
剛
山
の
ト
ラ
た
い
じ
』で

絵
を
手
が
け
る
。
１
９
９
０

年
か
ら
２
０
０
４
年
に
か
け

て
渡
欧（
フ
ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ

ン
、イ
タ
リ
ア
、イ
ギ
リ
ス
）。

�
自
宅
で
く
つ
ろ
ぐ
呉
炳
学
さ
ん

（
２
０
１
８
年
年
賀
状
の
写
真
）

�
「
仮
面
舞
」
１
９
６
６
年
�
呉
炳
学
画
集
（
発
行
・
呉
炳
学
画
集
刊
行
委
）
か
ら

在
日
韓
国
人
２
世
の
画
家
、
呉
貞
子
さ
ん
（
７８
）
は

呉
炳
学
さ
ん
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
き

た
後
輩
の
一
人
。
思
い
出
を
聞
い
た
。

呉
炳
学
先
生
に
初
め
て
会

っ
た
の
は
１５
歳
の
時
で
す
。

旋
盤
工
を
し
て
い
た
父
の

仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
業
者
の
中
に
絵
描
き

さ
ん
が
い
て
、
そ
の
方
が
参

加
し
て
い
る
日
朝
友
好
展
の

集
ま
り
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
で
呉
先
生
が
声
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
３４
歳
だ
っ
た
先
生

は
、
地
味
な
少
女
だ
っ
た
私

に
も
対
等
な
立
場
で
丁
寧
に

接
し
て
く
だ
さ
り
、
後
日
、

自
分
の
ア
ト
リ
エ
に
来
る
よ

う
に
言
わ
れ
、
感
動
し
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
。

私
が
持
参
し
た
３０
枚
ほ
ど

の
作
品
を
ア
ト
リ
エ
の
壁
面

前
に
並
べ
て
、
１
点
ず
つ
批

評
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
録
音

し
、
そ
れ
を
作
品
の
裏
面
に

記
入
し
て
作
品
の
水
準
を
上

げ
る
た
め
に
活
用
し
ま
し

た
。先

生
は
優
れ
た
作
品
か
ら

養
分
を
吸
収
す
べ
き
だ
と
強

調
し
「
特
に
セ
ザ
ン
ヌ
は
、

絵
画
の
重
要
な
要
素
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
や
印
刷
の
良
い
洋
画

集
を
そ
ろ
え
て
、
繰
り
返
し

見
て
分
析
で
き
る
よ
う
に
な

れ
」
と
い
つ
も
話
し
て
い
ま

し
た
。
と
き
に
は
美
術
展
に

も
誘
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の

場
で
行
う
評
価
は
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

心
に
残
っ
て
い
る
先
生
の

言
葉
は
、
物
の
重
心
が
し
っ

か
り
収
ま
る
よ
う
に
「
何
よ

り
重
心
を
下
げ
よ
、
そ
し
て

奥
行
と
広
が
り
も
出
せ
」
と

い
い
、
そ
の
た
め
に
「
も
っ

と
自
己
に
厳
し
く
向
き
合
っ

て
、
内
面
を
磨
き
、
よ
り
向

上
さ
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で

す
。
良
書
を
深
く
読
め
と
厳

し
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

個
展
で
作
品
の
批
評
を
し

て
い
た
だ
い
た
時
に
玉
石
混

合
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
厳
し
か
っ
た
で
す
が

必
ず
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
は
若
い
頃
か
ら
品
格

が
あ
り
、
優
し
く
て
温
か
み

の
あ
る
方
で
し
た
。
一
方
、

強
い
意
志
と
と
も
に
鋭
い
洞

察
力
や
厳
し
さ
も
お
持
ち

で
、
常
に
探
求
心
を
絶
や
さ

ず
、
広
い
見
識
と
学
識
の
深

さ
か
ら
ど
ん
な
質
問
に
も
答

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と

り
わ
け
芸
術
全
般
に
対
す
る

造
詣
の
深
さ
は
余
人
の
及
ば

な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来

事
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
５
月
に
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
京
・
有
楽
町
）
で
個
展

を
開
い
た
時
に
、
私
の
勤
務

先
の
病
院
長
が
感
動
し
て
作

品
の
購
入
を
申
し
出
た
時
、

先
生
は
母
国
の
韓
国
と
北
朝

鮮
で
個
展
を
す
る
か
ら
と
、

１
点
も
手
放
さ
な
か
っ
た
の

で
す
。
先
生
の
民
族
愛
は
白

磁
や
仮
面
（
舞
）
の
作
品
に

も
現
れ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
平
和
統
一
と
韓

国
と
北
朝
鮮
で
個
展
を
開
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
絵
を
役

立
た
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
と
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
１２
年
、
豊
橋
市

美
術
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

８８
歳
大
回
顧
展
で
は
、
先
生

の
作
品
が
持
つ
豊
か
な
民
族

性
と
強
力
な
パ
ワ
ー
が
観
覧

者
に
伝
わ
っ
て
い
る
な
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

あ
る
方
が
会
場
を
去
る
時
に

作
品
に
向
か
っ
て
深
々
と
頭

を
下
げ
て
い
ま
し
た
。
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

先
生
は
私
た
ち
の
こ
と
を

弟
子
と
し
て
で
は
な
く
、
後

輩
と
し
て
接
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
を
生
涯
の
師

と
し
、
自
分
と
と
も
に
後
輩

た
ち
に
も
一
緒
に
学
べ
、
後

に
続
け
と
思
わ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
か
つ
て
、
先
生
の
要

請
で
そ
れ
ま
で
メ
モ
を
し
た

２４
年
分
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞

き
書
き
集
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
先
生
の
友
人
が
、
先

生
の
伝
記
を
書
こ
う
と
し
て

そ
の
資
料
に
と
い
う
要
望
に

答
え
た
も
の
で
す
。
私
の
宝

物
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
先
生
は
尊
敬

す
る
最
高
の
画
家
で
、
か
け

が
え
の
な
い
宝
物
の
よ
う
な

ご
縁
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努

力
を
続
け
、
良
い
絵
を
描
く

こ
と
で
少
し
で
も
先
生
の
ご

恩
に
報
い
た
い
で
す
。

呉炳学さんを描いた山川修平
著「白磁の画家」（三一書房）

大
阪
韓
国
文
化
院（
北
区
）

は
、
韓
国
伝
統
の
手
工
芸
作

品
を
紹
介
す
る
「
韓
国
工
芸

の
世
界
２

閨
房
工
芸
」
展

が
来
月
か
ら
、
ミ
リ
ネ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
。

閨
房
工
芸
と
は
、
昔
の
女

性
た
ち
が
、
手
仕
事
で
作
っ

た
ポ
ジ
ャ
ギ
や
コ
ル
ム
（
指

ぬ
き
）な
ど
の
小
物
を
指
す
。

同
展
で
は
、
韓
国
の
代
表

的
な
閨
房
工
芸
団
体
「
サ
ム

ジ
サ
ラ
ン
閨
房
工
芸
」と「
イ

フ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」と
と
も
に
、

日
本
で
閨
房
工
芸
を
広
め
る

活
動
を
続
け
て
い
る
崔
良
淑

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
「
か

ら
む
し
工
房
」
の
作
家
４７
人

が
出
展
す
る
。
ま
た
、
出
品

作
家
の
指
導
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
す
る
。

前
期
「
伝
統
」
１０
月
１４
日

～
２３
日
。
後
期
「
現
代
的
活

用
」
２６
～
１１
月
６
日
。
開
館

１０
～
１８
時
。
日
曜
・
祝
日
休

館
。
入
場
無
料
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
申
し
込

み
、
詳
細
は
同
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
。
問
い
合
わ
せ
は
同
院

（
０
６
・
６
２
９
２
・
８
７

６
０
）。

崔良淑 さ ん
作のポジャギ

呉
炳
学
画
伯
の

聞
き
書
き
集
よ
り

８０
年
６
月
（
先
生
の
ア
ト

リ
エ
に
て
）

バ
ル
ー
ル
（
色
価
）
を
意

識
せ
よ
。
そ
し
て
ま
ず
優
先

順
位
を
し
っ
か
り
決
め
れ

ば
、
絵
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
り

と
知
れ
。
そ
れ
を
決
め
る
に

は
、
し
っ
か
り
自
然
を
認
識

す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
が
造

形
へ
の
第
一
歩
だ
。

日
々
の
生
活
に
も
、
そ
の

目
的
に
合
致
し
た
優
先
順
位

を
し
っ
か
り
見
き
わ
め
、
手

際
よ
く
処
理
し
て
ゆ
く
。
そ

れ
が
真
剣
に
生
き
る
と
い
う

こ
と
に
つ
な
が
る
。

人
生
す
べ
て
の
上
で
、
ま

た
、
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

で
も
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
や

他
力
本
願
に
逃
げ
ず
、
ま
ず

何
が
一
番
大
事
な
の
か
を
自

力
で
認
識
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
何
を
な
す
べ
き
か
の
、

優
先
順
位
を
し
っ
か
り
つ
け

て
取
り
組
む
こ
と
だ
。

ま
ず
、
画
面
に
は
は
っ
き

り
し
た
諧
調
を
作
れ
。
た
と

え
ば
顔
な
ら
、
目
、
鼻
、
口

と
い
っ
た
順
に
力
を
抜
い
て

い
く
。
も
し
ど
こ
も
か
し
こ

も
一
緒
に
描
い
た
り
、
気
分

の
み
で
描
い
て
は
、
画
面
に

し
っ
か
り
色
が
つ
い
て
い
な

い
で
、飛
び
出
し
て
し
ま
う
。

絵
と
い
う
も
の
は
、
画
面

の
奥
に
す
っ
と
深
く
広
が
っ

て
い
く
ほ
ど
良
い
。
そ
れ
に

は
、
バ
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

見
き
わ
め
て
描
け
。そ
し
て
、

額
縁
の
近
く
に
は
強
い
調
子

の
色
や
形
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
と
良
い
。

目
の
不
自
由
な
わ
た
し

と
、
彼
女
を
手
助
け
す
る
ケ

イ
ン
（
白
い
つ
え
）
と
の
心

温
ま
る
物
語
。

目
が
見
え
ず
ら
く
な
っ
て

か
ら
の
わ
た
し
は
、
道
で
倒

れ
、階
段
か
ら
転
が
り
落
ち
、

傷
の
な
い
日
は
な
い
。
そ
ん

な
時
、
ケ
イ
ン
と
出
会
い
、

ど
こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
み
ん

な
の
ひ
そ
ひ
そ
話
す
声
が
聞

こ
え
、
恥
ず
か
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

本
書
に
は
、
初
め
て
ケ
イ

ン
を
持
つ
人
や
、
視
覚
障
が

い
者
と
の
接
し
方
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
人
た
ち
の
役
に

立
て
て
ほ
し
い
と
、
自
身
も

視
力
を
失
っ
た
著
者
、
ペ
ク

・
ウ
ン
ジ
ュ
さ
ん
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

恥
ず
か
し
く
思
う
理
由
は

何
か
と
自
問
す
る
わ
た
し
。

悩
み
を
乗
り
越
え
、
再
び
、

ケ
イ
ン
と
と
も
に
一
歩
、
一

歩
、
前
に
進
む
姿
を
描
く
。

『
ケ
イ
ン
、
き
ょ
う
も
よ

ろ
し
く
ね
！
』

文
�
ソ
ン

ギ
ヨ
ク
、
ペ

ク

ウ
ン
ジ
ュ

絵
�
シ
ン

ド
ゥ
ヒ

訳
�
高
橋
昌
子

定
価
１
５
０
０
円
＋
税
。

新
日
本
出
版
社
（
０
３
・

３
４
２
３
・
８
４
０
１
）。

目
の
不
自
由
な
私
と
杖
の
物
語

◆オンライン韓国映
画企画上映会「コン
フィデンシャル共

助」
１０月２１日。

１８～２２時。無
料。募集人員５
００人。観覧希
望者は１０月１０
日までに韓国
文化院（東京
・新宿区）ホ
ームページか

ら申し込み。定員を超えた場合は抽選。
アメリカドルの偽札を作る犯罪組織を逮

捕するため、北韓の刑事と韓国の庶民派熱
血刑事が「南北共助捜査」を極秘に契約し
任務にあたる。出演はヒョンビン、ユ・ヘ
ジン、キム・ジュヒョクほか。

詳細は同院ホームページ。

新刊紹介

９７
歳

呉
炳
学
画
伯
死
去

韓
民
族
の
感
性
豊
か
な
作
品
群

かか

けけ

がが

ええ

のの

なな

いい

先先

生生

でで

しし

たた

物の重心をつかめ
「内面を磨け」と厳しい指導

１０
・
１１
月�
閨
房
工
芸
展
�

大
阪
・
文
化
院

韓
国
工
芸
の
世
界
２

（４）２０２１年９月２９日（水曜日）

後
輩
・
呉
貞
子
さ
ん
思
い
出
を
語
る

民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９９６号


